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０
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６
６
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和
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５
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）

武
志
の
母
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１
．

石
田
家
・
外
観
（
昼
）

山
間
部
。
自
然
の
中
に
ポ
ツ
ン
と
立
つ
一
軒
家
。

静
寂
。

２
．

石
田
家
・
玄
関
・
外
（
昼
）

玄
関
脇
の
窓
越
し
に
、
棚
に
飾
ら
れ
た
古
い
写
真
が
見
え
る
。

若
い
男
女
。
南
国
ら
し
い
海
が
背
景
。
二
人
の
首
に
は
レ
イ
。

ド
ア
が
ゆ
っ
く
り
と
開
く
。

石
田
正
文
（
６
６
）
、
そ
ー
っ
と
顔
を
出
す
。

辺
り
を
確
認
。

恐
る
恐
る
一
歩
踏
み
出
す
。

安
心
し
た
様
子
で
二
歩
目
を
踏
み
出
す
。

そ
の
瞬
間
、
足
元
で
パ
ン
と
い
う
音
。

地
面
に
穴
が
あ
い
て
い
る
。

ラ
イ
フ
ル
の
ス
コ
ー
プ
。
そ
の
奥
に
、
男
の
目
。

正
文
、
少
し
離
れ
た
林
の
方
を
見
る
。

林
の
中
、
一
点
が
キ
ラ
ッ
と
光
る
。

正
文
、
た
め
息
。

腰
に
つ
け
て
い
た
小
型
無
線
機
を
と
っ
て
、

正
文

「
…
…
武
志
」

武
志
の
声
「
父
さ
ん
、
ど
こ
行
く
の
」

正
文

「
買
い
物
に
」

武
志
の
声
「
昨
日
、
買
っ
て
き
て
あ
げ
た
よ
ね
」

正
文

「
…
…
散
歩
で
も
と
思
っ
て
」

武
志
の
声
「
き
ょ
う
も
７
０
代
が
事
故
に
あ
っ
て
る
」

正
文

「
俺
は
ま
だ
６
０
代
だ
よ
」

武
志
の
声
「
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
」

正
文

「
あ
と
４
年
あ
る
わ
」

と
、
車
へ
走
り
出
す
。

パ
ン
、
と
音
が
す
る
。

車
の
タ
イ
ヤ
に
穴
が
開
き
、
空
気
が
抜
け
る
。

正
文

「
お
前
、
何
し
て
ん
だ
！
」

武
志
の
声
「
外
は
も
っ
と
危
な
い
」

正
文
、
車
の
タ
イ
ヤ
を
確
認
し
て
肩
を
落
と
す
。
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武
志
の
声
「
早
く
家
に
入
っ
て
」

正
文

「
ど
う
か
し
て
る
ぞ
」

と
、
し
ぶ
し
ぶ
家
に
入
る
。

３
．

石
田
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
）

射
撃
の
賞
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
盾
が
い
く
つ
も
飾
っ
て
あ
る
。

ど
れ
も
「
石
田
武
志
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

壁
に
は
、
自
衛
官
時
代
の
武
志
の
写
真
。

食
卓
の
一
方
に
、
石
田
武
志
（
３
０
）
。
迷
彩
服
姿
。

そ
の
向
か
い
に
正
文
と
石
田
和
子
（
５
４
）
が
座
っ
て
い
る
。

正
文
と
和
子
、
頭
を
下
げ
て
、

正
文

「
頼
む
。
結
婚
３
０
周
年
な
ん
だ
」

和
子

「
佐
原
な
ら
、
こ
こ
か
ら
１
時
間
ぐ
ら
い
で
し
ょ
？
」

武
志

「
…
…
ダ
メ
だ
」

正
文

「
何
が
？
」

武
志
、
「
事
故
履
歴
」
と
書
か
れ
た
ノ
ー
ト
を
取
り
出
す
。

武
志

「
父
さ
ん
。
一
昨
年
、
車
で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
接
触
」

正
文

「
か
す
っ
た
だ
け
だ
」

武
志

「
母
さ
ん
。
去
年
、
外
出
時
に
階
段
か
ら
転
落
」

和
子

「
２
段
ね
」

武
志

「
二
人
と
も
。
先
月
、
近
所
の
坂
で
転
倒
」

和
子

「
ち
ょ
っ
と
滑
っ
た
だ
け
で
し
ょ
」

武
志
、
ノ
ー
ト
の
最
終
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
見
せ
る
。

赤
ペ
ン
で
「
父
：
８
１
歳

母
：
８
７
歳
」

正
文

「
…
…
何
だ
こ
れ
」

武
志

「
平
均
寿
命
。
こ
れ
は
最
低
ラ
イ
ン
だ
」

正
文

「
お
い
、
あ
と
１
５
年
も
家
に
い
る
の
か
？
」

和
子

「
パ
パ
は
ま
だ
マ
シ
で
し
ょ
。
私
な
ん
て
３
３
年
…
…
」

正
文
、
和
子
を
横
目
で
見
る
。

武
志

「
事
故
歴
は
消
え
な
い
」

正
文
、
少
し
考
え
て
、
和
子
と
目
を
合
わ
せ
る
。

正
文

「
武
志
…
…
バ
ス
も
ダ
メ
か
？
」

武
志

「
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
」

和
子

「
じ
ゃ
あ
、
電
車
。
電
車
な
ら
大
丈
夫
で
し
ょ
？

ね
？
」
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武
志

「
脱
線
事
故
」

正
文
と
和
子
、
黙
る
。

正
文

「
俺
た
ち
、
結
婚
記
念
日
も
祝
え
な
い
の
か
？
」

和
子
、
わ
ざ
と
ら
し
く
悲
し
そ
う
な
顔
。

武
志

「
…
…
」

正
文

「
車
な
ら
い
い
か
？
」

和
子

「
で
も
、
ほ
ら
…
…
」

正
文

「
あ
あ
、
タ
イ
ヤ
か
」

正
文
と
和
子
、
そ
ろ
っ
て
武
志
を
見
る
。

武
志

「
車
は
用
意
す
る
」

正
文

「
ま
さ
か
、
お
前
の
運
転
で
？
」

和
子
、
急
に
甘
え
た
声
で
、

和
子

「
や
だ
ー
。
車
な
ら
パ
パ
と
２
人
が
い
い
…
…
」

正
文
、
和
子
を
見
て
笑
顔
。

武
志
、
眉
間
に
皺
を
よ
せ
て
、

武
志

「
２
人
で
行
け
ば
い
い
」

和
子

「
本
当
？
」

正
文

「
い
い
の
か
？
」

武
志

「
俺
は
、
後
ろ
か
ら
つ
い
て
い
く
」

正
文
・
和
子
「
…
…
」

武
志

「
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
」

和
子

「
い
つ
も
そ
う
し
て
く
れ
れ
ば
、
外
出
で
き
る
の
に
」

武
志

「
俺
の
神
経
が
も
た
な
い
。
今
回
だ
け
だ
」

と
、
部
屋
を
出
て
い
く
。

正
文
と
和
子
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

４
．

正
文
と
和
子
の
車
・
車
内
（
朝
）

正
文
が
運
転
。
車
は
す
で
に
高
速
を
走
っ
て
い
る
。

後
方
に
は
武
志
が
乗
る
車
。

小
型
無
線
機
か
ら
、

武
志
の
声
「
ま
も
な
く
合
流
地
点
。
気
を
付
け
て
」

正
文

「
分
か
っ
て
る
」

武
志
の
声
「
左
、
バ
イ
ク
」

和
子

「
武
志
、
少
し
だ
け
２
人
に
し
て
…
…
」
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と
、
和
子
が
小
型
無
線
機
の
電
源
を
切
ろ
う
と
す
る
。

武
志
の
声
「
無
駄
だ
。
特
殊
加
工
し
て
あ
る
」

和
子
、
無
線
機
を
睨
む
。

バ
ッ
グ
か
ら
タ
オ
ル
を
取
り
出
す
。

無
線
機
を
ぐ
る
ぐ
る
と
包
み
、
バ
ッ
グ
の
奥
へ
押
し
込
む
。

さ
ら
に
上
か
ら
荷
物
を
詰
め
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
閉
め
る
。

正
文

「
大
丈
夫
か
？
」

和
子

「
た
ぶ
ん
」

和
子
、
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
を
見
る
。

後
方
か
ら
一
台
の
車
が
近
づ
い
て
く
る
。

和
子

「
…
…
来
た
」

正
文

「
上
手
く
い
く
か
？

武
志
だ
ぞ
？
」

和
子

「
料
金
分
は
や
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
」

一
台
の
車
が
武
志
の
車
を
追
い
越
す
。

５
．

武
志
の
車
・
車
内
（
朝
）

特
殊
な
ボ
タ
ン
や
画
面
が
並
ぶ
車
。

武
志

「
次
の
Ｓ
Ａ
は
ダ
メ
だ
。
そ
の
次
で
」

小
型
無
線
機
か
ら
、
く
ぐ
も
っ
た
雑
音
。

武
志
、
ち
ら
り
と
無
線
機
を
見
る
。

そ
の
瞬
間
、
一
台
の
車
が
武
志
の
前
に
割
り
込
む
。

割
り
込
ん
だ
車
が
突
然
減
速
す
る
。

武
志
、
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
り
、
慌
て
て
減
速
。

武
志

「
父
さ
ん
、
少
し
速
度
落
と
し
て
」

武
志
、
車
線
変
更
。

妨
害
車
も
武
志
の
前
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
車
線
変
更
す
る
。

６
．

正
文
と
和
子
の
車
・
車
内
（
朝
）

和
子
、
後
ろ
を
振
り
返
る
。

妨
害
車
が
武
志
の
進
路
を
ふ
さ
い
で
い
る
。

和
子

「
パ
パ
、
今
！

行
っ
ち
ゃ
っ
て
」

と
、
正
文
を
叩
く
。

正
文
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
む
。

車
が
加
速
す
る
。
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和
子
、
後
方
を
確
認
し
て
、

和
子

「
行
け
る
、
行
け
る
！
」

正
文
、
更
に
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
む
。

７
．

武
志
の
車
・
車
内
（
朝
）

（
画
面
）
レ
ー
ダ
ー
上
、
正
文
た
ち
の
車
が
遠
ざ
か
る
。

武
志
、
そ
れ
を
確
認
す
る
。

妨
害
車
、
武
志
の
進
路
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
蛇
行
す
る
。

武
志
、
眉
間
に
皺
を
寄
せ
る
。

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
中
の
ボ
タ
ン
を
押
す
。

８
．

高
速
道
路
（
朝
）

車
体
前
方
か
ら
特
殊
な
粘
着
剤
が
発
射
さ
れ
る
。

妨
害
車
の
タ
イ
ヤ
に
絡
み
つ
く
。

妨
害
車
、
大
き
く
蛇
行
。

運
転
手
、
必
死
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
、
路
肩
へ
。

側
壁
す
れ
す
れ
で
停
車
。

９
．

武
志
の
車
・
車
内
（
朝
）

武
志
、
運
転
手
の
無
事
を
横
目
で
確
認
。

ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
む
。

小
型
無
線
機
か
ら
、
く
ぐ
も
っ
た
声
。

武
志
、
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
。

ノ
イ
ズ
が
消
え
、
音
声
が
ク
リ
ア
に
な
る
。

和
子
の
声
「
…
…
パ
ス
ポ
ー
ト
は
？
」

正
文
の
声
「
ち
ゃ
ん
と
あ
る
」

武
志
、
目
を
見
開
く
。

正
文
の
声
「
ま
だ
着
い
て
も
な
い
ぞ
」

浮
か
れ
た
声
で
、

和
子
の
声
「
ア
ロ
～
ハ
～
」

武
志
、
顔
を
し
か
め
る
。

ナ
ビ
画
面
に
正
文
た
ち
の
車
の
予
測
ル
ー
ト
が
表
示
さ
れ
る
。

（
画
面
）
予
測
目
的
地
：
成
田
空
港

武
志
、
画
面
を
操
作
。
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（
画
面
）
「
到
着
予
測
：
３
分
遅
れ
」

１
０
．

高
速
道
路
（
朝
）

武
志
の
車
、
急
加
速
。
先
行
車
を
次
々
と
追
い
越
し
て
い
く
。

１
１
．

成
田
空
港
・
出
発
ロ
ビ
ー
（
朝
）

大
勢
の
旅
行
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
に
着
替
え
た
正
文
と
和
子
。

和
子
、
観
葉
植
物
の
鉢
の
か
げ
に
小
型
無
線
機
を
隠
す
。

２
人
、
嬉
し
そ
う
に
歩
い
て
い
く
。

１
２
．

空
港
入
口
（
朝
）

武
志
の
車
が
急
停
車
。

武
志
、
ロ
ビ
ー
へ
駆
け
出
す
。

１
３
．

成
田
空
港
・
ロ
ビ
ー
（
朝
）

武
志
、
遠
く
に
２
人
を
発
見
。

武
志

「
父
さ
ん
、
母
さ
ん
！
」

正
文
と
和
子
、
振
り
返
る
。

正
文

「
…
…
来
た
」

和
子

「
パ
パ
、
走
っ
て
！
」

２
人
、
走
っ
て
い
く
。

武
志
、
そ
れ
を
追
い
か
け
る
。

和
子

「
パ
パ
、
あ
れ
」

と
、
動
く
歩
道
を
指
す
。

２
人
、
そ
の
上
を
全
力
疾
走
。

正
文
が
振
り
返
る
。

正
文

「
あ
い
つ
、
速
す
ぎ
る
」

武
志
、
動
く
歩
道
は
使
わ
ず
、
そ
れ
に
沿
っ
て
走
っ
て
い
る
。

ど
ん
ど
ん
２
人
と
の
距
離
が
縮
ま
る
。

武
志

「
父
さ
ん
、
走
る
と
転
ぶ
よ
」

正
文

「
じ
ゃ
あ
、
お
前
が
止
ま
れ
」

和
子

「
パ
パ
、
い
い
か
ら
。
前
だ
け
見
て
」

武
志

「
山
で
滑
落
し
た
だ
ろ
」
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正
文

「
そ
れ
は
２
０
年
前
だ
」

和
子

「
あ
れ
、
乗
っ
て
！
」

１
４
．

成
田
空
港
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
（
朝
）

正
文
と
和
子
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
駆
け
込
む
。

和
子

「
早
く
、
早
く
」

と
、
閉
ボ
タ
ン
を
連
打
。

武
志
が
走
っ
て
く
る
。

武
志

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
落
下
の
危
険
」

正
文

「
大
丈
夫
だ
。
そ
の
確
率
は
低
い
」

武
志
の
目
の
前
で
ド
ア
が
閉
ま
る
。

１
５
．

成
田
空
港
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
（
朝
）

正
文
と
和
子
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

和
子

「
や
っ
た
！
」

正
文
、
ゼ
ー
ゼ
ー
と
息
を
切
ら
す
。

正
文

「
死
ぬ
…
…
」

和
子

「
(
闘
争
心
あ
ふ
れ
た
表
情
で
)
ハ
ワ
イ
に
着
い
て
か
ら
に
し
て
」

正
文
、
驚
い
た
顔
。

１
６
．

成
田
空
港
・
通
路
（
朝
）

武
志
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
駆
け
上
が
っ
て
い
く
。

武
志

「
す
み
ま
せ
ん
、
す
み
ま
せ
ん
」

武
志
の
前
に
大
き
な
荷
物
を
持
っ
た
団
体
客
。

武
志
、
上
を
見
る
。

走
っ
て
い
く
正
文
と
和
子
。

武
志
、
手
す
り
を
飛
び
越
え
、
脇
の
階
段
へ
移
動
す
る
。

駆
け
上
が
る
。

×

×

×

正
文
と
和
子
の
前
方
に
保
安
検
査
場
。

和
子

「
パ
パ
、
あ
そ
こ
！
」

正
文

「
も
う
無
理
…
…
」

正
文
、
ふ
ら
ふ
ら
と
走
る
。

和
子
、
先
に
保
安
検
査
場
へ
到
着
。
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和
子

「
あ
と
ち
ょ
っ
と
！
」

武
志
、
階
段
を
駆
け
上
が
っ
て
く
る
。

武
志

「
ハ
ワ
イ
の
危
険
エ
リ
ア
の
確
認
は
？
」

正
文
、
力
を
ふ
り
絞
っ
て
保
安
検
査
場
へ
入
る
。

武
志
、
追
っ
て
入
ろ
う
と
す
る
。

係
員

「
お
客
様
、
搭
乗
券
を
」

正
文
と
和
子
、
大
き
く
手
を
振
っ
て
、

正
文

「
武
志
、
俺
た
ち
は
大
丈
夫
だ
」

武
志
、
２
人
を
見
つ
め
る
。

１
７
．

ハ
ワ
イ
・
ホ
テ
ル
前
の
ビ
ー
チ
（
昼
）

正
文
と
和
子
、
ビ
ー
チ
チ
ェ
ア
に
寝
そ
べ
っ
て
い
る
。

和
子
、
日
焼
け
止
め
を
塗
る
。

ふ
と
、
バ
ッ
グ
の
上
の
小
型
無
線
機
に
気
付
く
。

和
子

「
…
…
パ
パ
、
こ
れ
ど
う
し
た
の
？
」

正
文

「
え
？
」小

型
無
線
機
か
ら
の
声
。

武
志
の
声
「
母
さ
ん
、
そ
れ

S
P
F
5
0
+
、
P
A
+
+
+
+
だ
よ
ね
？
」

正
文
と
和
子
、
周
囲
を
見
回
す
。

武
志
の
声
「
父
さ
ん
も
ち
ゃ
ん
と
塗
っ
て
。
日
焼
け
は
蓄
積
す
る
」

正
文
の
足
元
に
、
大
型
の
ム
カ
デ
が
這
っ
て
く
る
。

パ
ン
と
い
う
音
。

大
型
の
ム
カ
デ
が
動
か
な
く
な
っ
て
い
る
。

２
人
、
遠
く
を
見
て
、

正
文
・
和
子

「
来
て
る
…
…
」

遠
く
で
、
一
点
が
キ
ラ
ッ
と
光
る
。

終
わ
り


